ワークシート２
[bookmark: _GoBack]自治体コース演習「障害者虐待における自治体の対応（初動期を中心にして）」
グループワーク２　虐待対応ケース会議　　　　　　　　
1．参加者
	氏名
	所属・役職
	氏名
	所属・役職

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（以下、□に✔、カッコ内等には具体的な内容を記入する。）
2．虐待の有無　　　
□身体的虐待　　　□放棄・放任　　　□心理的虐待　　　□性的虐待　　　□経済的虐待
□虐待の疑い（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3．緊急性と対応
　□差し迫った虐待の状況が見られる　レベルA】
[bookmark: _Hlk54956658]→　□緊急分離・保護　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
[bookmark: _Hlk41489916]□緊急の会議を開催（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　□差し迫った虐待の状況が見られる　レベルB】
→　□分離・保護　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□会議を開催（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□虐待の状況が見られる　レベルC】
→　□会議を開催し検討（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□状況確認・支援（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　□見守りを依頼しその状況を確認（誰が・確認方法は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□判断できず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　理由・次の対応の方法と期限








4．当面の対応（情報収集を含む）・支援方針








5．対応・支援計画表（各参加者がすべきこと）
	課題
	対応・支援内容
	対応･支援機関･担当者（誰が）
	実施日時・期間
（いつまでに）

	【例】
家族の介護力低下

○○の情報不足

	・ヘルパー導入（ヘルパー事業所に派遣可能か確認する。）

・△△事務所に××を確認
	野村主任


遅塚係長
	本日中


本日中

	





	
	
	

	





	
	

	

	





	
	
	

	





	
	
	


事例の支援の主担当者（情報の集約先）（　　　　　　　　　　　　）
社団法人日本社会福祉士会平成２４年度障害者虐待防止･権利擁護指導者養成研修資料を参考に作成
